
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 第 １ 回 定 例 会 
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自 陳情第１号 

至 陳情第６号 



 

陳情 

番号 件       名 
付 託 

委員会 

審 査 結 果 
頁 

日 委員会 日 本会議 

１ ペットボトルキャップ収集

についての陳情 
     ３ 

２ 最新の公園の管理図面を用

意する陳情 

     ４ 

３ せせらぎ公園にポイ捨て禁

止の注意看板を追加して設

置する陳情 

     ５ 

４ 中河原駅交差点に横断歩道

の設置を求める陳情 
     ６ 

５ 核兵器禁止条約第３回締約

国会議へのオブザーバー参

加をするように日本政府に

意見書の提出を求める陳情 

     ７ 

６ 霊連世協会による教会建築

工事現場放置の改善を求め

る陳情 

     ８ 
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陳 情 番 号 １ 受理年月日 令和７年１月７日  

陳情人住所氏名 
府中市宮西町１－１４－７ 

本 多   修 

件     名 ペットボトルキャップ収集についての陳情 

１ 趣旨及び理由 

  うちのマンションは70何世帯のマンションですが、ペットボトル

キャップを箱に溜めてますが、要はキャップ付きで捨てられると破裂す

るので、溜まったらプラスチックゴミ（ピンク袋）行きです。 

  認定ＮＰＯ法人世界の子どもたちにワクチンを日本委員会に、ごみ収

集で分別して（ビニール袋に入れるか小箱で分別回収して）、府中市と

して、動いていただけないでしょうか。 

  近くだと、株式会社調布清掃様がＮＰＯ法人に協力している産廃業者

だそうです。 

  府中市でも、していただけませんか。 

２ 要望事項 

  ペットボトルキャップを「世界の子どもたちにワクチンを」に賛同し

てもらい、分別回収してほしい。 

付託する委員会  
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陳 情 番 号 ２ 受理年月日 令和７年１月２０日  

陳情人住所氏名 
府中市新町１－２２－１２ 

小岩井 雅 人 

件     名 最新の公園の管理図面を用意する陳情 

１ 公園の施工時に提出された50年前の管理地図が時代に合わせて修正を

されていないため職員はあやふやな回答に終始し最後に「現場に行った

ことがないから分からない」、「現場に行かないと分からない」など開き

直った対応には残念さを感じる。 

２ 管理図面があれば机上で答えられること、現場に行かなければ分から

ないこと、担当者でなくても管理図面があれば誰でも答えられること

等、分けて話ができるが、分からないのに分かったふりをして適当に回

答されたり、担当者がお休みなので分からないと初手から担当者が庁舎

に出勤してくれるのをひたすら待たなければならないのも困る。管理図

面は変更があるたびに少しずつ修正を加えて最新化した図面を常備し市

民サービスの向上に努めてほしい。 

付託する委員会  
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陳 情 番 号 ３ 受理年月日 令和７年１月２０日  

陳情人住所氏名 
府中市新町１－２２－１２ 

小岩井 雅 人 

件     名 
せせらぎ公園にポイ捨て禁止の注意看板を追加して設置す

る陳情 

１ せせらぎ公園には日頃より私も含めて多数の清掃を行う作業員がいる

が、ポイ捨てが多いわりに注意看板が少ないため注意が行き届いていな

い。ポイ捨て禁止の看板をごみが多く捨てられるポイントに設置して公

園の環境の改善に努めてほしい。 

２ 当該公園は府中市の北西部に位置し西側に国立市、北側に国分寺市と

他市が近く日当たりがよいため多くの公園利用者が訪れる憩いの場所と

なっている。人がたくさん集まる場所には中にはマナーを守らない方も

いるのは自然の道理である。ただ、市中心部より離れた地域のために行

政の目も行き届いていないこともうかがえる。 

３ 夏には東側木陰で寝泊まりする者もいたと聞くが治安面で不安も残

る。 

４ ごみが捨てられるポイントに看板を設置して注意喚起を行うこと、死

角ができないような樹木の剪定などを行ってお金をかけなくても良い工

夫をしてほしい。 

付託する委員会  
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陳 情 番 号 ４ 受理年月日 令和７年２月５日  

陳情人住所氏名 
府中市住吉町２－３０－４０ 

小 原 利 夫  署名３９７人 

件     名 中河原駅交差点に横断歩道の設置を求める陳情 

１ 趣旨及び理由 

  中河原駅交差点には二つの歩道橋はありますが、横断歩道がありませ

ん。このため、37段もある階段を上り下りできない住民がたくさんいま

す。高齢者や車椅子等を使用する障がい者、ベビーカーを使用する人た

ちは100メートル以上離れた横断歩道を回ることになり、非常に不便な

状況です。 

また、無理をして地上を渡る人がいて、危険な状態が保持されていま

す。 

中河原駅交差点への横断歩道の設置については、「既設歩道橋の近く

では横断歩道の設置は困難」とされてきました。 

しかし、歩道橋の直近に横断歩道が設置されている事例は存在してお

り、理由とはなりません。 

バリアフリーのまちづくりという点からも、改善に踏み出すことが必

要になってきています。 

２ 陳情事項 

 中河原駅交差点に横断歩道を設置すること。 

市議会におかれましても実現するために尽力していただきたい。 

付託する委員会  
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陳 情 番 号 ５ 受理年月日 令和７年２月６日  

陳情人住所氏名 
府中市矢崎町４－７－１ 

前 澤   清 

件     名 
核兵器禁止条約第３回締約国会議へのオブザーバー参加を

するように日本政府に意見書の提出を求める陳情 

〔陳情の趣旨〕 

 24年のノーベル平和賞に核兵器のない世界を実現するため被害者の立場

から核兵器廃絶を訴え、核兵器が二度と使用されてはならないと草の根運

動と被爆体験の証言によって核兵器の使用の手を抑えてきた努力が評価さ

れ、日本原水爆被害者団体協議会が受賞されたことは皆さんも御承知のと

おりです。 

ウクライナに軍事侵攻したロシアが核兵器使用の威嚇を行いながら戦争

を継続していることで、今、人類がかつてない核の脅威にさらされていま

す。こうした中、核廃絶を求める世界の声は高まり、核兵器の開発や保

有、使用などを禁止する核兵器禁止条約の締約国は、発効から３年が経過

し、署名は94か国・地域、批准は73か国・地域に達しています。 

 今年は被爆80周年の年です。被爆国日本は、核兵器の悲惨なことを知り

尽くしている国ですから、世界の先頭に立って核廃絶の役割を果たすこと

が求められています。３月には、核兵器禁止条約第３回締約国会議が

ニューヨークの国連本部で開催されます。この会議に核保有国と非保有国

との橋渡しを目指すことを主張する日本が、多くの非保有国で構成される

締約国会議にオブザーバー参加することにより、非保有国と意思疎通を図

り、そのメッセージを核保有国に伝える重要な役割を果たすことが求めら

れます。 

 府中市高野市長も参加している「平和首長会議」が１月16日・17日に武

蔵野市で開催され、日本政府に対し、核兵器廃絶に向けた取組を推進する

よう強く求める要請文が採択されました。 

 府中市議会からも、「日本政府へ第３回締約国会議にオブザーバーとし

て参加し、核兵器廃絶に尽力されるよう要請すること」について意見書を

日本政府へ送付されるよう陳情いたします。 

付託する委員会  
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陳 情 番 号 ６ 受理年月日 令和７年２月７日  

陳情人住所氏名 

府中市美好町３－３９－６ 

カルト教団ＮＯ！府中市民連絡会 

 代表 甲 田 直 己 

件     名 
霊連世協会による教会建築工事現場放置の改善を求める陳

情 

〔陳情趣旨〕 

現在、府中市晴見町３－１１－１で教会を建設中の霊連世協会は、令和

４年（2022年）の着工以来３年にわたり建築工事現場を不衛生な状態に放

置し、建築確認表示板など工事関係掲示を怠っています。私どもは市長宛

に５回にわたり質問及び要請を行ってきましたが、事態は一向に改善され

ず近隣住民は不安を募らせています。府中市役所は指導していると言いま

すがその「指導」は当該建設業者に対してだけ行われてきており「看板が

複数回持ち去られた」などの事実に反する言い訳を聞いていたのでは現場

の改善は進みません。そもそも建築現場は建築主の発注に基づいて業者が

工事するのであって、業者が指導に従わない場合は建築主に現場状況の告

知など直接の指導を行うべきものです。事故があってからでは府中市の責

任が問われます。近隣住民は工事現場の安全な管理を求めていますので

「府中市長が建築主『霊連世協会』に建設意思の有無を問いただし放置現

場の改善を直接指導するよう」本陳情の採択を要望するものです。 

〔陳情項目〕 

府中市議会は、府中市長が建築主「霊連世協会」に建設意思の有無を問

いただし放置現場の改善を直接指導するように本陳情を採択してくださ

い。 

付託する委員会  

 


